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春
の
「
公
園
除
草
」
を
、
５
月
２
７
日
（
日
）
９

時
３
０
分
か
ら
行
い
ま
す
。
小
雨
決
行
で
荒
天

時
は
６
月
３
日
（
日
）
に
延
期
で
す
。

高
台
自
治
会
が
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
毎
年

春
秋
の
２
回
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
担
当
と

リ
ー
ダ
ー
は
下
表
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
公

園
に
直
接
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

ご
み
袋
・
軍
手
・
鎌
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

ま
た
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
も
同
じ
日
に
行
い
ま
す
。

公
園
除
草
の
終
わ
っ
た
１
１
時
ご
ろ
か
ら
近
く

の
道
路
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。↗

❖

バ
ス
通
り
の
道
路
改
修
工
事
と
街
路
樹

植
え
替
え
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在

は
２
丁
目
の
第
１
区
画
（
全
部
で
６
４
０

ｍ
６
区
画
）
の
縁
石
と
側
溝
を
作
る
工
事

が
終
了
し
、
マ
ン
ホ
ー

ル
の
か
さ
上
げ
と
街
路

樹
を
植
え
る
枡
を
作
る
工
事

を
し
て
い
て
、
こ
れ
が
終
わ

れ
ば
道
路
舗
装
を
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

工
事
中
通
行
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

❖

「
緑
の
募
金
」
は
身
近
な
地
域
や
国
内
外
の
森

づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
災
害
復
興
支

援
や
ふ
る
さ
と
の
森
林
再
生
、
ま
た
国
際
貢
献

で
植
林
促
進
な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
募

金
に
自
治
会
費
か
ら
５
千
円
を
拠
出
し
ま
し
た
。

❖

先
日
の
役
員
会
で
出
た
質
問
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
に
も
関
係
す
る
こ
と
に
つ
い
て
回
答
を
掲

載
し
ま
す
。

〈
薬
剤
散
布
の
安
全
性
〉
５
月
１
０
日
に
高
台
の

桜
に
散
布
し
た
病
害
虫
対
策
の
薬
剤
は
、
セ
ル
コ

ー
ト
ア
グ
リ
で
、
そ
の
成
分
は
食
材
に
も
使
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
人
畜
に
は
全
く
無
害
で
す
。↗

担
当
の
公
園
の
近
く
の
バ
ス

通
り
を
中
心
に
、
道
路
・
歩

道
・
側
溝
な
ど
の
掃
除
を
お

願
い
し
ま
す
。
毎
年
道
路
や

歩
道
に
余
り
ご
み
は
落
ち
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
時
間
は
か

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
、

高
台
の
環
境
を
美
し
く
保
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
ア
ル
ミ
缶
の
出
し
方
〉
毎
月
第
３
水
曜
日
に
玄

関
先
に
お
出
し
い
た
だ
く
、
ま
た
溜
ま
り
次
第

さ
く
ら
会
館
に
お
持
ち
い
た
だ

く
ア
ル
ミ
缶
で
す
が
、
つ
ぶ
し

方
（
圧
縮
）
が
不
十
分
の
場
合

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
で
き
る

だ
け
つ
ぶ
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

〈
さ
く
ら
会
館
の
清
掃
〉
毎
月
第
２
土
曜
日
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
決
め
て
さ
く
ら
会
館
の
清
掃
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
会
館
内
部
だ
け
で

な
く
、
会
館
周
り
も
掃
除
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

〈
さ
く
ら
会
館
の
ゴ
ミ
〉
さ
く
ら
会
館
で
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
で
出
た
ご
み
類
は
、
会
館
に
残
さ

ず
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
各
家
庭
で
処
分
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

❖

３
０
年
度
上
半
期
の
自
治
会
会
費
を
、
ブ
ロ

ッ
ク
委
員
が
５
月
末
ま
で
に
集
金
に
お
伺
い
し

ま
す
。
お
渡
し
い
た
だ
き
領
収
書
を
お
受
取
り

く
だ
さ
い
。

高
台
子
供
会
主
催
の
恒
例

「
竹
の
子
掘
り
」
が
、
５

月
６
日
湯
川
さ
ん
所
有
の

金
ヶ
原
大
谷
の
竹
林
で
行

な
わ
れ
、
児
童
３
９
名
と

保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
天
気
も
よ
く
竹
の
子
掘
り

を
堪
能
し
ま
し
た
。

♦

高
台
の
下
を
流
れ
る
小
泉
川
の
金
ヶ
原
橋
付

近
は
、
初
夏
に
な
る
と
源
氏
ボ
タ
ル
が
乱
舞
す
る

名
所
で
し
た
。
し
か
し
河
川
改
修
に
よ
り
ホ
タ
ル

の
棲
家
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
西
代
里
山
公
園

に
ホ
タ
ル
専
用
の
水
路
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
ホ
タ

ル
の
幼
虫
の
餌
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
放
た
れ
、
ホ

タ
ル
の
名
所
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
観
賞
会
が
、
６
月
１
５
日

（
金
）
か
ら
２
日
間
、
公
園
の
管

理
棟
下
付
近
で
行
わ
れ
ま
す
。
な

お
金
ヶ
原
橋
付
近
で
も
ホ
タ
ル
は

観
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

♦

五
小
校
区
全
体
の
団
体
と
し
て
長
五
小
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
防
災
訓
練
、
夏
祭
り
、
友
好
祭
、

研
修
会
な
ど
を
主
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
総
会
が

５
月
２
２
日
（
火
）
午
後
７
時
か
ら
長
五
小
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
２
階
で
あ
り
、
総
括
と
新
年
度
の
計
画

が
審
議
さ
れ
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
８
Ｂ

三
橋

康
夫
さ
ん

高
台
に
住
ん
で
４
０
年
（
東
京
に

５
回
、
長
崎
に
も
一
度
転
勤
し
、

１
５
年
間
は
不
在
で
し
た
）
に
な

り
ま
す
。
清
潔
で
穏
や
か
な
環
境

に
満
足
し
て
い
ま
す
。
高
台
で
育

っ
た
娘
と
息
子
は
独
立
し
、
今
は
妻
と
二
人
の

生
活
で
す
。

少
年
時
代
は
模
型
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
学
生
時
代
は

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
、
真
空
管
テ
レ
ビ
の
組

み
立
て
に
熱
中
し
ま
し
た
。
当
時
は
テ
レ
ビ
の

黎
明
期
で
、
ご
家
庭
の
テ
レ
ビ
の

真
空
管
は
よ
く
き
れ
ま
し
た
。
簡

単
に
直
る
割
に
は
お
礼
が
多
く
良

い
ア
ル
バ
イ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
延
長
線
の
ま
ま
社
会
に
出
て
、

現
役
時
代
４
０
才
後
半
ま
で
は
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
設
計
、

５
０
才
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
時
は
構
造
改
革
と
電

気
業
界
一
筋
の
人
生
で
し
た
。
今
は
時
代
が
変

わ
り
、
自
動
車
・
医
療
が
牽
引
す
る
世
の
中
と
な

り
少
々
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

昨
年
、
私
は
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
し
、
ま
た

心
臓
に
持
病
が
あ
る
た
め
、
病
院
と
コ
ス
パ
（
歩

く
の
み
）
通
い
が
日
課
の
１
つ
で
す
。
体
調
の
好

不
調
が
激
し
い
上
、
妻
も
不
調
で
遠
出
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
た
め
の
庭
い
じ

り
と
頭
の
老
化
防
止
の
為
に
年
甲
斐
も
な
く
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
勉
強
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
時

ど
き
現
役
の
人
達
と
議
論
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
子
供
会
・
自
治
会
活
動
は
全
て
妻
ま

か
せ
で
し
た
が
、
一
昨
年
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
初

め
て
経
験
し
高
台
の
方
々
と
親
し
く
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
又
役
員
の
方
々
の
ご
苦
労
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

高
台
の
周
辺
を
よ
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
お
り

ま
す
の
で
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

H30年５月号

No 40７

発行責任者

三原重徳

総合窓口

954-7496

会員329世帯

全  372世帯

第４８回「ふれあいサロン

（映画会）」は、５月２８日

（月）１３時３０分からで、

今回は黒沢明監督の昭和21

年作品「わが青春に悔なし」

です。滝川事件、ゾルゲ事件

をベースにしており、時代に

翻弄されながらも懸命に闘お

うとする一人の女性の姿を描

いています。原節子、志村

喬、大河内傳次郎 など往年

の名優が出演しています。

映画鑑賞後飲酒・喫茶で歓談

します。初めての方、話し好

きの方、仲間を作りたい方な

どなど、お

集まりくだ

さい。参加

自由、無料。

わが味の

柘榴に 這す
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今
年
は
第
２
６
代
継
体
天
皇
が
弟
国
の
地
に
都

を
遷
し
て
ち
ょ
う
ど
１
５
０
０
年
に
な
り
ま
す
。

日
本
書
紀
に
「
継
体
十
二
年
春
三
月
丙
辰
朔
甲

子
、
遷
都
弟
國
」
と
あ
り
、
西
暦
５
１
８
年
の
３

月
９
日
、
当
時
弟
国
と
呼
ば
れ
た
長
岡
の
地
に
遷

都
し
ま
す
。
継
体
の
宮
殿
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
本
居
宣
長
の
古
事
記
伝
に
「
井
乃
内

村
、
今
里
村
の
辺
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

弟
国
宮
が
長
岡
の
ど
こ
か
は
、
文
献
は
こ
れ
以
外

に
な
い
た
め
、
発
掘
や
古
伝
に
た
よ
る
し
か
な
い

の
で
す
が
、
現
在
は
井
ノ
内
に
あ
る
論
社
（
式
内

社
に
準
ず
る
社
）「
角
宮
神
社
（
す
み
の
み
や
）」

付
近
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
弟
国
宮
遷
都
１
５
０
０
年
」
行
事

遷
都
１
５
０
０
年
を
受
け
て
、
市
主
催
の
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
６
月
２
日
（
土
）
１
３
時
か
ら

Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
前
の
バ
ン
ビ
オ
３
階
メ
イ
ン
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
弟
国
宮
に
つ
い

て
の
基
調
演
説
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン↗

が
行
わ
れ
ま
す
。
先
着
３
０
０
名

申
込
み
不
要

無
料
で
す
。

「
ガ
イ
ド
の
会
」
行
事

観
光
で
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
長
岡
の
名
所
旧
跡
を

案
内
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

長
岡
京
ふ
る
さ
と
ガ

イ
ド
会
」
で
も
、
記
念
行
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

継
体
天
皇
は
福
井
か
ら
大
和
に
入
る
２
０
年
間

淀
川
水
系
を
樟
葉
宮
・
筒
城
宮
と
遷
宮
し
、
最
後

に
弟
国
宮
に
遷
り
ま
す
。
前
２
者
の
推
定
地
に
は

碑
や
説
明
板
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
弟
国
宮
は
そ
う

し
た
も
の
が
な
く
、
こ
の
機

会
に
ガ
イ
ド
の
会
で
推
定
地

の
角
宮
神
社
境
内
に
建
立
を

考
え
て
い
ま
す
。
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
を
い
た

だ
く
た
め
、
１
口
５
０
０
円

の
募
金
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

遷都 1500 年の のぼり

「パソコン無料相談室」
を、５月２８日（月）９時
から１２時まで、さくら会
館で行います。各自のご要
望の内容で行います。出入
り自由、無料です。

５
月
度
さ
く
ら
会
館
清
掃
を
、
２
・
１
Ｂ
と
２
・

２
Ｂ
の
１
５
名
で
行
い
ま
し
た
。
次
回
は
６
月

９
日
（
土

役
員
会
の
日
）
１
０
時
か
ら
で
、
当

番
は
３
Ｂ
と
４
Ｂ
、
リ
ー
ダ
ー
は
片
瀬
さ
ん
で

す
。
４
月
度
さ
く
ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
１
９

回
で
し
た
。

高台（２～４丁目）の年齢別男女別人口です。ここ3年間の高
台人口は、996 人から986人に僅かに減少しています。その
中で、75歳以上の後期高齢者が228 人から255人と27人
増加する一方、65 歳以上の高齢者全体では逆に 409 人から
401 人に 8 人減少しています。また３０才代と１０才未満が
ともに増加しており、若い世代の転入も多くなっています。

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん

日本で最初のトラ
ンジスタラジオ

源氏ボタル


